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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,89 43,76 -0,13 42,36 +1,40

USD / BRL Spot BRL 2,2753 2,2747 -0,0006 2,2878 -0,0131

USD / JPY Spot JPY 99,89 99,54 -0,35 96,90 +2,64

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.570 53.307 -263 50.299 +3.008

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 176,1 180,3 +4,2 179,0 +1,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,78 11,91 +0,13 11,15 +0,76

DI Future Apr14（金利先物） % 9,58 9,68 +0,10 9,12 +0,56

3 Months US Dollar Libor % 0,254 0,254 +0,000 0,265 -0,011

CRB Index（国際商品指数） Index 290,7 292,1 +1,4 288,2 +3,9

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年9月13日

Indicator Unit 9月11日

昨日のドルレアルスポット相場は強弱材料に挟まれて動きの鈍い展開となりました。朝方はユーロ圏の
鉱工業生産が３年振りの低い水準となったことでリスク回避的な動きが優勢となり前日比レアル安の２．２８
台前半で始まりましたが、ブラジルの７月小売売上高が市場予想を大幅に上回ったためレアルは反転じり
高となり、２．２７台前半へ買い戻されました。その後、トンビニ中銀総裁が「グローバル経済は改善の兆し
があり、ブラジルはコンフィデンスが回復しつつある。中銀は為替市場の変動を抑え、金融政策は為替変
動の影響を限定的なものにしている。」と述べましたが、大きな反応はなく２．２７台でのもみ合いが続き、
結局２．２７台半ばで引けています。

昨日発表された７月小売売上高は前月比１．９％増、前年比６．０％増とそれぞれの予想０．２％増、３．１
％増を大幅に上回りました。デモの悪影響が剥落した一時的効果の可能性もありますが、全般的に消費
が回復していることを示唆しています。また、今朝発表された７月の経済活動指数は前月比０．３３％減、
前年比３．３８％増とそれぞれの予想０．６０％減、２．８９％増を上回りました。足許のモメンタムはまだ力
強さを欠きますが、徐々に明るい兆しも見え始めているようです。
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